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あらまし  自閉症児は目に見えない「時間」に見通しを持つことを苦手としており，支援ツールとしてスケジュールボードやタイマーが用い

られている．著者らは，さまざまな対象児がさまざまな場面で利用できることをめざし，シンプルなタイムエイドを開発した．本装置の利用者

に対し利用状況の調査を行ったところ，68 名から回答が得られ，概ね良好に活用されていることが確認されたので，著者のひとりが勤務す

る特別支援学校での利用事例とともに報告する． 
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Abstract  Autistic children have many difficulties in their scheduled behavior.  General purpose timers and special 
time-aid devices have been used for them.  However, it seems that existing tools cannot be applied to various users in various 
situations.  So, we developed a new simple time-aid device, which can be effectively used in various scenarios.  Reports 
from the sixty eight users and detailed reports of two typical cases are also described.  
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1. はじめに  
 自閉症児は，視覚的な情報処理能力に長けている一方，

目に見えない「時間」の組織化が困難であるという認知特性

がある[1][2]．このため，例えば所定の時間内に給食を食

べ終えることができないなどの事 態 となる．時 間の流れや枠

組 みを，「初 めと終わり」「やるべき仕 事 量 」「次 にやるべきこ

と」のようにわかりやすく知らせることが援助となり，支援 ツー

ルとしてスケジュールボードやタイマーが用いられる [3][4]． 

対象児が数字表示を時間の概念と結びつけること

ができる場合や，一定時間が経過したらアラームが鳴

ればよい場合には，家庭用のキッチンタイマーや時計

のアラーム機能を用いることができる．また，タイム

エイドと呼ばれる専用のタイマー  (例えば [5][6])が市

販されており，残り時間を数字ではなくバーの長さで

表すなど視覚に訴える工夫がされている．  

 著 者 のひとりが勤 務 する特 別 支 援 学 校 でも，家 庭 用 キッ

チンタイマーや市 販 のタイムエイド[5][6]を，対 象 児 や場 面

に応 じて使 い分 けてきた．しかし，さまざまな対 象 児 や場 面



 
  
 

 

に，広く対応できるタイマーがあれば，より有効に活用できる

のではないかと考え，新たにタイムエイドを開発した． 

開 発 したタイムエイドは，さまざまな対 象 児 および場 面 で

概ね良好に活用されることが確認されたので，著者のひとり

が勤務する特別支援学校での利用事例とともに紹介する． 
 

2. 装置の開発  
著者らは，さまざまな対象児と場面で利用できるも

のとするためには，以下の 6 点を満たす必要があると

考えた．  
(1) 10 秒・1 分・10 分単位の時間設定ができること．  
(2) アラーム機能を有すること．  
(3) 持ち運びに便利であること．  
(4) シンプルであること．  
(5) バー表示を有し，バーの先頭が点滅できること． 
(6) プロテクト機能を有すること．  
ここで，(1)～ (4)は家庭用キッチンタイマーと同様で

あり， (5)(6)は自閉症児に対応するための機能である．

また，(4)は対象児が自分で操作できることを目安とし

た．  
そして，これらの要件を満たす新たなタイムエイド

を開発した．開発したタイムエイドの概観を図 1 に，

また主な仕様を表 1 に示す．ワンチップマイコン

(ATtiny2313)を使用することにより，部品点数を少な

くでき  (約 30 個 )，小型軽量にすることができた．ま

た，製作は比較的容易で，以下に示す製作教室の開催

が可能となった (製作時間は約 2 時間 )．  
 

3. 利用事例と考察  
3.1 利用状況調査  

2009 年 7 月 25 日，9 月 18 日，2010 年 1 月 13 日の

3 回，青森県内の特別支援教育担当教員を対象にタイ

ムエイド製作教室を開催し，計 81 名が参加した 1．  
参加者および参加者以外で評価を依頼した者計 86

名に対し，2010 年 5 月に記名による利用状況調査を行

った．68 名から回答が得られ，主な結果を表 2 に示す．  
本装置を利用した回答者は 45 名で，複数の対象児

に利用しているケースがあったため，対象児は計 50
名であった．また，同じ対象児に複数場面で利用して

いるケースがあり，報告された利用場面数は計 60 であ

った．利用開始から調査時まで (または利用終了時ま

で )の平均使用期間は 3.8 ヶ月であった．  
利用頻度は「ほぼ毎日」「週 1～ 3 回」が合わせて

44(73%)で，多くは日常的に利用されていると思われた．

また，個々の場面ではそれぞれねらいを持って利用さ  

                                                                 
1弘前大学が行っている教育力向上プロジェクト事

業の一環として開催した．  

 

 
図 1. 開発したタイムエイドの概観  

 

表 1. 開発したタイムエイドの主な仕様  

設定時間  10～90 秒，1～99 分  
表示  残り時間のバーグラフ表示

(LED 20 個で先端点滅可 )およ

び分または秒の表示  
(残り 1 分を切ると秒の表示 ) 

アラーム音  0 分 00 秒でアラーム  
プロテクト機能 通常のボタン操作で停止でき

ないようにする機能  
電源  3V(単四  2 本 ) 15mA 
大きさ・重さ  58×95×18mm   85g 

 
れるが，そのねらいは「達成されている」が 43(72%)
と多くを占めた．設定操作は 47(78%)が教師などの指

導 者 が 行 っ て い た が ， 本 人 が 行 っ て い る 場 合 も

13(22%)あった．  
バー表示の先頭点滅機能とプロテクト機能は，必要

な場合に使われていて，その場合は有効に機能してい

ると思われた．  
 本装置を何かと組み合わせて使っているかを尋ねた

ところ，スケジュールボードや時計，カードなどと組

み合わせて使っている場合が 11(18%)あった．表 3 は，

これをねらいの達成との関係で調べたものであるが，

この結果は，タイムエイドを他の何かと組み合わせて

使うことが効果的であることを示唆している．  
著者らが従来利用してきたタイムエイドは，残り時

間を時計の分針位置に連動した面積表示で表したり

[5]，LED 1 個が一定時間に対応するもの [6]であった．

一方，本装置の場合は，バー表示が設定時間に対する

相対的な表示となっている．設定時間によってバー表

示のスケールが異なってしまうため，対象児が混乱す

るのではないかとの懸念もあったが，3.2 に示す利用

事例 2 の対象児を含め，異なる場面での利用を報告し

た対象 9 児童について，特にこのことに関する不都合

は表明されなかった．  



 
  
 

 

表 2. 利用状況調査の集計結果  

調査対象者  86 名 (所持している者 ) 

回答者数  68 名  
利用の有無  利用している(いた)45 名  

利用していない 23 名  
利用した児童数  50 名  

(男 34，女 14，不明 2) 
報告された利用場面  60 

利用期間  平均 3.8 ヶ月  
場所  教室 42 

食堂 5 
更衣室 4 
自宅 4 
(歯磨き 7) 

利用頻度  ほぼ毎日 31 
週 1～3 回 13 
その他 6 

設定操作  指導者 47 
本人 13 
(両回答 6 を含む ) 

組み合わせての利用  スケジュール表・カー

ド・時計など 11 
無し 24 

ねらい達成  
 

はい 43 
少し 3 
いいえ 7 

バー表示  大変有効  20 
有効  24 
無くても利用できる 3 

先頭点滅表示  大変有効  8 
有効  21 
無くても利用できる  3 
使っていない  8 

プロテクト機能  大変有効  4 
有効  12 
無くても利用できる  5 
使っていない  22 

操作性  使いやすい 31 
普通 15 
使いにくい  0 

大きさ  ちょうどいい 39 
大きすぎる  1 
小さすぎる  2 

(「利用期間」以下は利用場面数 60 に対する数 ) 

表 3. 組み合わせて利用する効果  

ねらいの達成 できた 少しできた できなかった 

何かと組み合わせて

使っている 
10 0 0 

単独で使っている 16 1 6 

 

 

図 2. 食堂での利用例 (1) 
 
3.2 利用事例  
 著者のひとりが勤務する特別支援学校では，開発し

たタイムエイドを 3 名の児童生徒が継続して利用して

いる．ここでは，その内 2 名について，利用の様子を

紹介する．  
 
(利用事例１ ) 

対象児は小学部3年男子で，感情の起伏が激しく，

情緒の安定が難しい．  1単位時間(40分位)の内容を前

もって絵カードで伝えると，遂行できる場合もある． 

図2は，給食時に，食べ終わった後の活動までの見

通しを持たせるために，本装置をスケジュールボード

と併用して利用している例である．食べ終わった後も，

タイマー終了まで待つことができることがねらいであ

り，使用方法は以下のとおりである． 

①食べ始めの「いただきます」と同時に教師が30分
の時間設定をする． 

②食べ終わったら好きな音楽を聴いてタイマー終

了を待つ． 

③タイマーが終了したら「ごちそうさま」をし，食

器を片付ける． 

④教室に戻り，自分の好きな遊びをする． 

使用開始当初は，食べ終わるとタイマー終了前に奇

声を発していることが多かったが，日を経るごとにタ

イマーへの理解が進み，使用開始2ヶ月後には，食べ終

わっても2回に1回はタイマー終了を待てるようになっ

た．近くにいる教師に笑顔でタイマーの最終カウント

を要求する場面も見られた． 

このように，給食後の活動内容をスケジュールで明

示することにより，活動の順序や時間の経過との関連

性が理解でき，変化を受け入れる力を伸ばすことにつ

ながっていると考えている． 

また，使用開始当初は，タイマーに関心が向くと触



 
  
 

 

って設定を変更しようとしたが，このような場合に，

プロテクト機能は有効であった． 

 
 (利用事例 2) 
 対象生徒は高等部 3 年女子で，注意の集中を持続す

ることが困難な生徒である．空想の世界に入って言葉

遊びをしてしまうことが多く，そのため活動が中断し

がちである．数字は読めるが，時間的な量を感覚的に

とらえることはできない．  
本装置使用開始当初は，所定の給食時間内に食べ終

えることが困難であった．図 3 は，メニューを見なが

ら食べる量と種類を決め，25 分で給食を終えるよう取

り組んでいる様子である．表示を見ながらゆっくり食

べたり，残り時間を意識して急いで食べたりしながら，

時間内で食べることができるようになってきている．

また，設定操作も自分で行うことができるようになっ

た．  
図 4 は，教室で一定の時間内に決められた課題を行

う時に使用している例である．タイムエイドのバー表

示を見て，残り時間を把握しながら課題に取り組むこ

とができるようになった．   
当該生徒は，現在，家庭でも朝の着替えの場面など

で使用しており，本装置が有効に活用されている．必

要な場合に自分で時間を設定し，利用できる場面を増

やすことができれば，卒業後の生活においても有益な

ツールとして継続して活用できるのではないかと考え

ている．  
 

 

図３ . 食堂での利用例 (2) 

 

図 4. 教室での利用例  

4. おわりに  
自閉症児が苦手とする時間管理を支援するタイム

エイドを開発した．開発した装置は，家庭用キッチン

タイマーの機能にバー表示機能とプロテクト機能を追

加したシンプルなものであるが，さまざまな対象児に

広い場面で概ね有効に活用されている．  
利用状況調査からは，スケジュールボードなど他の

ツールと組み合わせた利用が効果的であることが示唆

された．バー表示が相対的な時間表示となっているこ

とに対する不都合は指摘されなかった．  
さまざまな対象児と場面で利用できるということ

は，対象児の慣れや成長に応じて継続して利用できる

ということでもある．利用開始当初は教師が設定操作

を行い，対象児が設定を変更できないようにプロテク

ト機能を有効にして利用した場合でも，慣れや成長と

ともに本人が設定操作をするなど，使い方が変わって

くることが予想される．その場合にも，同一装置を継

続して利用できるメリットは大きいと感じている．  
開発したタイムエイドの詳細は下記に公開してい

る．  
http://siva.cc.hirosaki-u.ac.jp/usr/koyama/timeaid/ 
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